
泉州地域におけるインフラメンテナンスを取り巻く現況

官⺠連携型の事業体制構築に向けた可能性検討

事業効果を最大化するシステムの構想 ⼀部事業の先⾏実装に向けた発注⽀援

⻑期的な視点で問題解決に繋がる事業スキームの調査・検証

対象地域の市町⾯積は⼩さいものの⼤都市近郊であり⼈⼝密度が⾼い。土地・産業の連続性の面からも広域連携の可能性が高い。
2025~2050年にかけて平均25％の⼈⼝減少率であり、近い将来において官⺠ともに危機的な状況を迎える
事業への意向や意識レベル・職員数や技術⼒・問題の緊急性等、バラつきを有する12市町を対象とした合意形成が重要なカギ

①課題解決に繋がる事業スキームの構想 〜何を目指すか・現実的で効果的か〜

②事業スキーム構築における課題の抽出 〜TODOは何か・誰が取り組むか〜

③事業スキーム構築に向けたアクションプランの整理 〜⻑期プランと短期計画〜

• 「管理体制確保」「予防保全管理への転換」「地元企業が活躍する環境構築」等の
12市町に共通する主要課題を解決する⻑期的に効果的な事業スキームを構想

• 法令・規則や実態を踏まえた実現性の検証、定量的な効果試算による具体的検証

• 事業スキームを構築する上での取組プロセスの細分化と対応すべき対象の明確化
• 取組を進める上で⽀障となる課題の明確化

• 将来像に向けたスケジュール感の整備と段階的な取組ステップの設定
• 今年度取り組むべき・取り組める対応の明確化

スキーム構想のイメージ

①一元化システムの構想
• ユーザーのニーズ（課題）の把握
• 使⽤性・機能性に留意した構想検討

②一元化システムの一部試⾏・評価
• 既存システムの効果・コストの定量的検証

③データ一元化に向けたアクションプラン
• 整備・運用までの具体的TODOの整理
• ⻑期的取組に繋がるプランの整備 ⼀元化システムの活⽤イメージ 群マネの実施方針・対象範囲

広域連携・包括事業の発注支援
• 道路・公園に関わる⼀部市町での連携事
業の発注に向けた各種⽀援

現⾏事業の効率化・構想スキームの効果的導⼊ 成功事例・経験の蓄積

基礎自治体における広域連携手法の可能性検証


